
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年５月９日                 全国一般神奈川                    第２７６（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
５
月
１
０
日 

１
６
時 

平
労
会
館 

Ｆ
Ｆ
１
５
０
０
実
行
委
員
会 

●
５
月
１
０
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
５
月
１
１
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
５
月
１
２
日
～
１
４
日 

 

沖
縄
平
和
行
進 

 

●
５
月
１
４
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
５
月
１
５
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
８
回
担
当
者
会
議 

 

●
５
月
１
６
日 

１
５
時 

会
社 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

●
５
月
１
６
日 

１
８
時
３
０
分 

会
社 

エ
イ
ボ
ン
団
体
交
渉 

 

●
５
月
１
９
日 

１
６
時 

局 

郵
便
南
関
東
団
体
交
渉 

●
５
月
１
９
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

●
５
月
２
１
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

●
５
月
２
１
日 

１
６
時 

藤
沢 

東
横
イ
ン
会
議 

 

●
５
月
２
３
日 

１
３
時 

日
比
谷
野
音 

狭
山
再
審
請
求
市
民
集
会 

●
５
月
２
３
日 

１
７
時 

新
杉
田 

県
共
闘
最
賃
署
名
行
動 

 

●
５
月
２
５
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
５
月
２
７
日 

１
６
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

郵
政
会
議 

 

●
５
月
２
８
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
８
回
支
部
代
表
者
会
議 

 
 

 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
年
の

メ
ー
デ
ー
は
総
勢
２
２
０
名

の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
一
般
の
１
１
名
を
含

め
、
県
共
闘
か
ら
も
５
０
名

の
仲
間
が
結
集
し
た
。
全
国

一
般
岸
田
政
権
の
も
と
で
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、

汚
染
水
の
処
理
す
ら
解
決
で

き
な
い
中
で
の
原
発
の
稼
働

期
間
延
長
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
進
行
や
台
湾
危
機
を

口
実
に
し
た
防
衛
費
の
大
増

額
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

戦
争
が
で
き
る
国
造
り
や
原

子
力
発
電
へ
の
回
帰
は
、
国

民
の
命
と
暮
ら
し
を
一
部
の

軍
事
産
業
や
大
企
業
の
利
潤

追
求
の
た
め
の
道
具
と
さ
れ

る
こ
と
に
等
し
い
。
そ
の
結

果
が
医
療
や
介
護
、
教
育
や

子
育
て
な
ど
生
活
基
盤
を
支

え
る
制
度
の
崩
壊
へ
と
つ
な

が
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
経

営
者
と
の
個
別
交
渉
だ
け
で

な
く
政
治
的
、
社
会
的
な
発

信
を
地
域
で
日
常
的
に
続
け

て
い
こ
う
。 

２
３
春
闘
交
渉
で
は
大
企

業
の
満
額
（
以
上
）
回
答
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
、
圧

倒
的
多
数
の
中
小
企
業
、
地

方
自
治
体
の
労
働
者
は
物
価

高
騰
分
も
補
填
で
き
な
い
よ

う
な
状
況
に
あ
る
。
神
奈
川

で
は
最
賃
に
張
り
付
く
労
働

者
比
率
が
高
い
と
い
う
現
実

も
見
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
最
賃
運
動
と
個
別
の
春

闘
交
渉
を
連
携
さ
せ
て
命
と

生
活
を
守
る
闘
い
を
地
道
に

推
し
進
め
て
い
こ
う
。 

沢
渡
公
園
で
の
食
事
後
の

総
括
会
で
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ

ユ
ニ
オ
ン
、
が
く
ろ
う
神
奈

川
、
寿
日
労
、
全
国
一
般
神
奈

川
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
か
ら
の

活
動
報
告
に
よ
り
連
帯
を
高

め
、
森
英
夫
氏
か
ら
の
市
議

選
支
援
の
お
礼
報
告
で
散
開

と
な
っ
た
。
参
加
し
た
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
八
木
） 

 

第９４回 ５・１神奈川メーデー開催 

５
月
３
日
東
京
有
明
防

災
公
園
に
て
憲
法
大
集
会

が
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
全
国
一
般
神
奈
川

の
仲
間
も
神
奈
川
県
共
闘

と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

五
月
晴
れ
の
下
、
集
会
場

は
２
万
５
千
人
の
闘
う
仲

間
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
は
実
行
委
員
会

の
高
田
健
さ
ん
に
よ
る
開

会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま

し
た
。
高
田
さ
ん
は
「
岸
田

政
権
に
よ
る
軍
拡
と
敵
基

地
攻
撃
能
力
保
有
と
い
う

閣
議
決
定
と
在
任
中
の
改

憲
発
言
を
許
さ
ず
、
絶
対

に
戦
争
さ
せ
な
い
・
改
憲

を
さ
せ
な
い
闘
い
を
全
国

で
闘
い
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
各

界
の
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ

れ
、
集
会
宣
言
が
全
体
の

拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
国
会
議
員
、

全
国
の
闘
う
仲
間
の
連
帯

ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
集
会
の
最
後
に
実
行

委
員
会
の
小
田
川
義
和
さ

ん
か
ら
パ
レ
ー
ド
の
行
動

提
起
が
あ
り
、
台
場
コ
ー

ス
、
豊
洲
コ
ー
ス
の
２
コ

ー
ス
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
で

は
、
「
新
た
な
戦
前
の
改

憲
・
軍
拡
反
対
！
改
憲
発

議
許
す
な
！
平
和
と
命
を

守
ろ
う
！
岸
田
政
権
退
陣

せ
よ
！
」
と
市
民
に
訴
え

ま
し
た
。 

 

（
河
野
） 

５・３ あらたな戦前にさせない！守ろう平和といのちとくらし！ 

2023 憲法大集会が開催される！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年５月９日                 全国一般神奈川                    第２７６号（２） 

組
合
は
、
会
社
（
横
浜
交
通
株
式
会
社
）

に
対
し
、
年
度
末
の
業
績
手
当
や
急
激
な

物
価
上
昇
に
対
す
る
手
当
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
対
策
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
、

２
月
１
６
日
付
で
３
項
目
の
要
求
を
提

出
、
交
渉
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
会
社
と

の
話
し
合
い
を
す
る
中
で
一
定
の
到
達

点
と
し
て
以
下
の
内
容
で
４
月
２
０
日

に
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
①
２
０
２
２
年
度
業
績
手
当

を
３
万
円
支
給
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま

た
、
同
日
付
け
て
合
わ
せ
て
物
価
上
昇
手

当
と
し
て
、
２
万
円
を
支
給
す
る
。
②
コ

ロ
ナ
特
別
一
時
金
と
し
て
の
支
給
は
な

し
。
た
だ
し
上
記
の
と
お
り
、
業
績
手
当

と
物
価
上
昇
手
当
合
わ
せ
て
支
給
す
る
。

③
２
０
２
３
年
３
月
７
日
の
通
知
の
と

お
り
、
期
間
中
は
、
交
通
局
同
様
に
マ
ス

ク
着
用
を
原
則
と
す
る
。
合
わ
せ
て
回
送

中
な
ど
、
周
囲
に
濃
厚
接
触
者
と
な
り
得

る
人
が
い
な
い
場
合
に
の
み
、
非
着
用
も

可
能
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
期
間
に

つ
い
て
は
マ
ス
ク
配
布
を
継
続
す
る
。
と

し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い

経
営
の
中
で
会
社
が
、
業
績
手
当
、
物
価

上
昇
手
当
の
支
給
決
断
は
評
価
す
る
も

の
の
、
こ
の
間 

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施

５
月
サ
ミ
ッ
ト
の
前
、
４

月
２
７
日
衆
議
院
本
会
議

で
は
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法

案
」
が
自
民
・
公
明
・
日
本

維
新
・
国
民
民
主
各
党
の
賛

成
多
数
で
可
決
。
参
議
院
に

論
議
は
移
り
ま
し
た
。
こ
の

「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
案
」

に
は
、
原
子
力
の
憲
法
と
い

わ
れ
る
原
子
力
基
本
法
が

含
ま
れ
、
福
島
原
発
事
故
の

教
訓
か
ら
運
転
期
間
は
、

「
原
則
４
０
年
、
最
長
６
０

年
」
と
し
た
規
則
を
、
原
子

力
発
電
を
推
進
し
、
原
子
力

の
永
久
利
用
が
可
能
な
内

容
に
変
え
、
築
６
０
年
を
超

「
放
射
能
汚
染
の
海
洋
放
出
強
硬
許
さ
な
い
！
」 

４・
１
２
全
労
協
原
発
集
会
報
告 

今
年
、
組
合
は
２
月
１
６
日
付

で
南
関
東
支
社
に
「
２
３
春
闘
要

求
書
」
を
出
し
ま
し
た
。 

主
な
要
求
内
容
は
「
全
社
員
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
・
「
年
間
一
時
金

の
要
求
」・「
コ
ロ
ナ
特
別
一
時
金
」

な
ど
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
３
月

３
０
日
付
で
「
２
３
春
闘
要
求
書
」

に
対
す
る
回
答
書
が
き
ま
し
た
。 

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
関
し
て
は
、

正
社
員
の
定
期
昇
給
は
行
い
ま
す

が
、
期
間
雇
用
社
員
及
び
ア
ソ
シ

エ
イ
ト
社
員
は
応
じ
ら
れ
な
い
と

の
文
書
回
答
で
し
た
。
し
か
し
、
み

な
さ
ん
も
報
道
機
関
か
ら
情
報
で

ご
存
知
の
通
り
、
民
営
化
後
最
大

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
な
る
４
８
０

０
円
（
正
社
員
の
１
．
６
２
％
に
あ

た
る
）
の
賃
上
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
団
交
で
は
４
８
０
０
円

の
賃
上
げ
を
行
う
旨
、
口
頭
だ
け

が
な
い
こ
と
や
急
激
な
物
価
上
昇
、
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
拡
大
防
止
に
伴
う
追
加
業

務
が
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
な
ど
、
暮
ら

し
や
職
場
環
境
の
改
善
は
待
っ
た
な
し

の
状
況
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
、
業
績
手
当
と
物
価
上

昇
手
当
の
取
り
組
み
は
一
歩
前
進
と
は

言
え
、
十
分
と
言
え
ず
、
次
の
取
り
組
み

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

組
合
は
、
２
０
２
３
春
闘
を
多
く
の
職

場
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
要
求
を
提
出

し
団
体
交
渉
を
取
り
組
む
な
ど
の
闘
い

で
労
働
条
件
の
改
善
・
向
上
を
共
に
図
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
報
告 

佐
藤
） 

の
回
答
で
、
文
書
で
の
回
答
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
組
合
と
し
て
は
、

今
後
、
文
書
回
答
を
強
く
求
め
て

い
き
ま
す
。 

さ
ら
に
年
間
一
時
金
に
関
し
て

は
、
一
時
金
、
４
・
３
月
（
夏
期
：

２
・
１
５
月
・
年
末
：
２
・
１
５
月
）

と
の
文
書
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
コ
ロ
ナ
特
別
一
時
金

に
関
し
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
７
万

円
、
そ
れ
以
外
は
個
々
の
労
働
時

間
に
応
じ
た
支
給
と
の
、
文
書
回

答
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

南
関
東
支
社
と
の
第
一
回
の
団

交
は
時
間
切
れ
と
な
り
、
第
二
回

の
団
交
に
向
け
て
準
備
し
て
お
り

ま
す
。
組
合
員
が
所
属
す
る
各
郵

便
局
に
は
個
別
の
労
働
条
件
に
つ

い
て
要
求
し
交
渉
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！ 

 
 
(

瀧
山) 

え
た
古
い
原
発
も
運
転
可

能
と
な
り
ま
す
。
老
築
原
発

の
稼
働
は
、
当
然
事
故
の
危

険
性
か
高
ま
り
ま
す
。
福
島

原
発
事
故
処
理
の
目
途
も

立
た
ず
、
汚
染
水
海
洋
放
出

問
題
、
核
の
ゴ
ミ
処
理
問
題

な
ど
原
発
稼
働
に
伴
う
問

題
は
多
く
あ
り
ま
す
。
一

方
、
台
湾
、
ド
イ
ツ
の
よ
う

に
世
界
は
原
子
力
発
電
か

ら
離
れ
よ
う
と
す
る
中
で
、

政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

に
よ
る
電
力
需
給
の
逼
迫

を
理
由
に
、
原
発
活
用
に
前

の
め
り
で
す
。 

こ
の
法
案
審
議
の
只
中

の
４
月
１
２
日
全
労
協
は
、

東
京
・
全
水
道
会
館
で
、「
放

射
能
汚
染
の
海
洋
放
出
強

硬
許
さ
な
い
！
４
・
１
２
全

労
協
原
発
集
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
渡
邉
全
労
協
議
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
「
漁

民
や
地
元
住
民
と
の
約
束

を
反
故
に
し
て
汚
染
水
を

放
出
す
る
。
国
際
的
に
も
問

題
し
さ
れ
て
い
る
。
岸
田
政

権
に
な
っ
て
原
発
推
進
が

強
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
は
原
発
が
攻

撃
の
的
に
さ
れ
て
い
る
。
岸

田
政
権
の
軍
事
費
の
増
大

と
増
税
、
原
発
推
進
を
止
め

さ
せ
な
れ
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
続
い
て
、
全

労
協
脱
原
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
大
江
さ
ん
は
、
政
府
・

東
電
と
の
交
渉
の
経
過
や

汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
関

す
る
漁
民
や
市
民
と
の
約

束
に
至
る
経
過
の
報
告
。
狩

野
い
わ
き
市
議
（
福
島
原
発

労
働
者
セ
ン
タ
ー
代
表
）
が

現
地
か
ら
の
報
告
で
、
い
わ

き
教
育
委
員
会
に
対
し
て

問
題
あ
る
「
放
射
能
副
読

本
」
を
使
用
し
な
い
こ
と
を

申
入
れ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
集
会
は
終
え
ま
し

た
。 福

島
事
故
を
考
え
れ
ば
、

原
発
推
進
の
法
案
は
と
て

も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
原
発
事
故
被

災
者
に
寄
り
添
い
、
幅
広
い

人
々
と
連
帯
し
、
原
発
ゼ

ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
求
め
て
共
に

闘
い
ま
し
ょ
う
。
（
佐
藤
） 

渡邉全労協議長のあいさつ 

業
績
手
当
、
物
価
上
昇
手
当
支
給
等
の
合
意
書
締
結
！ 

 

横
浜
交
通
開
発 

２
月
２
１
日
に
春
闘
要
求
書
を
送
り
ま
し

た
。
継
続
協
議
中
の
２
２
年
冬
季
一
時
金
に

つ
い
て
は
１
２
月
の
団
体
交
渉
の
内
容
を
踏

ま
え
、
黒
字
を
維
持
で
き
る
額
に
変
更
し
て

再
要
求
し
ま
し
た
。
昇
給
に
つ
い
て
は
、
例

年
全
国
協
の
統
一
要
求
額
（
月
額
２
万
５
千

円
）
を
要
求
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
額
に

基
づ
い
て
交
渉
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
今
年

は
昨
年
度
１
２
月
の
物
価
上
昇
率
を
超
え
る

額
と
し
て
８
千
円
を
要
求
し
ま
し
た
。 

３
月
１
０
日
に
団
体
交
渉
を
行
い
、
２
２

年
冬
季
一
時
金
に
つ
い
て
は
要
求
書
通
り
の

回
答
が
あ
り
、
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

昇
給
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
回
答
で
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
の
説
明
が
不
十
分
で
継
続
協
議
と

な
り
ま
し
た
。
４
月
４
日
お
よ
び
４
月
２
５

日
に
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
が
、
会
社
は

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
の
方
策
の
説
明
が
で
き
ず

に
組
合
員
批
判
や
議
題
か
ら
外
れ
た
話
を
し

つ
づ
け
、
交
渉
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
生

活
と
権
利
を
守
る
た
め
、
今
後
も
粘
り
強
く

交
渉
を
続
け
ま
す
。 

 
 
(

清
水) 

民
営
化
後
最
大
の
ベ
ア 

郵
政
南
関
東 

粘
り
強
く
！ 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ 
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